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2018ツアー・オブ・ジャパン 2.1class
期日：2018年5月20日（日）～5月27日（日）

開催地：堺、京都、美濃、いなべ、南信州、富士山、伊豆、東京
出場チーム：16チーム 選手：94人
全8ステージ 総距離 764km 出走94人 完走71人

三連覇は果たせず。小石がリーダージャージを3日間着用

5/20-28の8日間に渡って開催されたツアー・オブ・ジャパンに今年も参戦しました。
国内最高峰のこのステージレースはオリンピックを2年後に控えいくつかのコースで距離

の延長等が行われ、さらにエキサイティングなツアーとなり多くの観客やメディアが湧き
ました。

イタリアのNIPPO・ヴィーニ・ファンティーニ等のプロコンチネンタルチームやワールドツ

アーチームのバーレーン・メリダ、そしてイギリスやアメリカ、オーストラリア等の海外
チームと、国内から8チームの計16チーム、94名が参戦しました。TeamUKYOからは畑中

勇介、小石祐馬、ベンジャミ・プラデス、ロビー・ハッカー、レイモンド・クレダー、マーク・
デマールという6名で三連覇に挑みました。
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第1ステージは大山公園の外周公道を1周する、2.6km個人タイムトライアル。

ここでの秒単位のタイム差は、これからの8日間の中ではそれほど大きな意味を持た
ないものの、それでも選手達は最速タイムを目指します。TeamUKYOでは最後のス
タートとなったレイモンド・クレダーが3‘14“99でフィニッシュし、トップから2”99遅れの10
位となりました。ロビー・ハッカーが13位で続いています。
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第2ステージの京都は、16.8kmの周回コースを6周する105km。細かなアップダウンと
タイトなダウンヒルが続く、気の抜けないテクニカルなコースです。

少人数の逃げが序盤からできますが、クレダーでのスプリントを狙うTeamUKYOは集団

内待機。予想どおり最終ラップに逃げは捕まり、フィニッシュに向けてペースアップした
プロトンからはどんどんと選手が遅れていきます。レースも残り5kmを切ると今度は

ゴールスプリントに向けてお互い牽制ムード。するとその虚を突いて抜け出た宇都宮
ブリッツェン雨澤選手が独走し、そのまま単独フィニッシュ。クレダーがスプリントの末
ステージ4位となりました。個人総合順位ではクレダーは7位、ハッカーが10位、プラデ
スが15位でトップとの差はそれぞれ6,7,10秒となっています。
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第3のいなべステージは、14.8kmの周回コースを8周するハイスピードなコース。

レーススタートから活発な展開でなかなか逃げが決まりません。そんな中、一瞬の間
をついて抜け出た小石と愛三レーシングのダミアン選手の2人逃げが決まります。2人
は集団との差を30秒～1分程度に保ち快調に逃げ続けると2度の山岳ポイントを小石
が1位通過。山岳賞ジャージ着用の権利を得ました。この逃げも残り2周となると集団

により吸収。そのままハイペースにレースは進み、小集団でのゴールスプリントでプラ
デスが10位、ハッカーが11位となりそれぞれ個人総合で8位、7位につけています。
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第4ステージは、11.6kmのち、21.3km×6周回する139.4kmはTOJでは最長の美濃。

スタート直後から活発な動きとなりますが、2周目に入るころには山岳賞ジャージの小
石を含む5名の逃げが形成されます。ここには、山岳ポイント上位3名が含まれ、この
逃げ＝山岳賞争いとなりました。最初の山岳ポイントで小石は2位となり、続く2回目の

山岳ポイントでは牽制ムードから逃げグループが破綻してしまう展開に。最終周回に
はこの逃げが全て吸収されると集団でのスプリントとなり、クレダーがほんの僅か届
かず2位でフィニッシュ。小石は山岳賞ジャージを失うも、その差はわずか2Pです。
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第5ステージは、KOMポイントが2回含まれる123.6kmのアップダウンコースです。

TeamUKYOホームコースという事もあり、パレードでは最前列で声援を受けます。やが
てレースがスタートすると目まぐるしくアタックがかかり、逃げが出来ては吸収されます。
そんな中形成された9名の逃げにデマールが入りますがそれもやがて集団がキャッチ。
そして訪れた2回目の山岳ポイントを小石が3位通過して、山岳ジャージを再び手にし
ます。レースは、二人逃げを最後スプリントで制したKINANサイクリングのトマ・ルバ選
手が個人総合首位に躍り出ました。ハッカーは7位、プラデスは9位でルバ選手との差
は1分半弱。明日からのステージで逆転を狙います。

mailto:kuwabara@k-planning.co.jp
mailto:numazawa@k-planning.co.jp


Team UKYO Cycling ならびにこのレポートに関するお問い合わせは：
KATAYAMA PLANNING 株式会社 桑原忠彦 沼澤祐介
TEL：03-6407-9963 FAX：03-6407-9964 Mail：kuwabara@k-planning.co.jp numazawa@k-planning.co.jp

第6ステージは、富士山ステージ。例年と異なり富士スピードウェイ周辺を2周回してか
ら国内最高レベルの激坂であるあざみラインを登り、距離は32.9km。

あざみラインに入る前に2人の逃げができるも吸収され、あざみラインで1人先行する
形になるのをKINANサイクリングのマルコス選手が単独でキャッチすると、そのまま独
走。TeamUKYOではプラデス・ベンジャミが追走集団で奮闘しますがなかなか追いつけ

ず、最後までマルコス選手に追いつかないもののこの集団内で果敢に攻め続け、最
後は5位でフィニッシュ。個人総合順位は5位へとアップしました。ハッカーはステージ
21位で個人総合は19位に。小石は山岳賞ジャージをキープしています。
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第7ステージ伊豆。修善寺にある日本サイクルスポーツセンター特設サーキット、1周
12.2kmを9周します。

レーススタートからのアタック合戦で、良いメンバーの9人逃げに小石とデマールが入

ります。しかしメンバーが良すぎたか集団から続々と選手がジョインし、逃げは膨れ上
がり集団に吸収。目まぐるしい展開から3人逃げができるとフィニッシュまでついに集
団はこれをキャッチできず。 TeamUKYOはプラデスとデマールが15人のメイン集団に
残るもチェックが厳しく抜け出せず、最後はプラデスが5位フィニッシュして、個人総合7
位に。また山岳ジャージは小石から、宇都宮ブリッツェン鈴木選手へと移りました。
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最終日、東京ステージ。スタート地点の日比谷公園には大勢の観客やメディアが押し
かけ、大歓声に包まれながら朝11時にレースはスタート。

大井ふ頭周回コースまでに3名の逃げができると、全14周回の終盤まで1～2分程度

の差を集団と保ちながら逃げ続けます。畑中とデマールがメイン集団の牽引に加わり、
残った小石とプラデスで、エーススプリンターのクレダーを守ります。ラスト2周で2人が

集団にキャッチされ、大集団でのゴールスプリントに。うまく進路が取れずスプリントに
加われなかったクレダーは、12位でフィニッシュしました。タイム差無しの集団フィニッ
シュしたプラデスはツアー・オブ・ジャパンの個人総合7位を確定させました。
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個人総合順位
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山岳賞

個人総合順位
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桑原GMのコメント：

三連覇をかけて挑みましたが、やはり容易な事ではありませんでした。優勝候補筆頭と
いう事で全てのチームからのチェックを受けながらのレースは非常に難しいもので、結果
を残すことが出来ませんでした。そんな中でも日本人の小石が3日間山岳ジャージを着用

するなど、経験を積むことはできました。常に挑戦者として、これからも上を目指して行き
たいと思います。変わらぬ応援の程、宜しくお願い致します。
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